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11月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した顔写真（横3㎝×縦4㎝）の裏
面に①お子さんの氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの地区
名、④連絡先（電話番号）を記入の上、10月4日（金）までに政策広報課窓
口（土日祝除く）、郵送または電子メールにて提出してください。（先着5人）
なお、電子メールの場合は、kouhou@town.ibigawa.lg.jp宛へ写真デー
タ（jpeg,1MB以内)を添付し、上記①～④を本文に明記の上、提出してく
ださい。
※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。
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元気いっぱいコーナー もうすぐ１歳（10月生まれ）

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会を開催しました
８月２８日（水）、揖斐川健康広場アリーナで町民約1,５００人が参加し、元気いっぱいラジオ体操を行いました。
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中
高
生
が
、
揖
斐
川
町
で
活
躍
す
る
大
人

と
語
り
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
揖
斐
ジ
モ
ト

大
学
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、東
京
や
名
古
屋
で
な
く
て
も
、揖

斐
川
町
で
活
躍
し
て
い
る
大
人
も
た
く
さ
ん

い
る
の
で
、
中
高
生
が
進
学
や
就
職
で
地
元

か
ら
離
れ
る
前
に
、
地
元
で
活
躍
す
る
大
人

た
ち
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
今
年
新
た
な
取

組
み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
で
働
く
こ
と
や
、
こ
だ
わ
り
の
人
生

に
つ
い
て
、
中
高
生
が
大
人
と
本
気
で
話
す

こ
と
で
、
教
科
書
や
ネ
ッ
ト
で
は
見
つ
け
ら

れ
な
い
、
将
来
の『
自
分
探
し
』
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
建
設
、
地
域
を
元
気
に
！

～
建
設
業
の
で
き
る
こ
と
～

講
師
：
久
保
田
智
也
さ
ん

              （
久
保
田
工
務
店
）

参
加
者
の
感
想

・�実
際
に
現
場
で
働
い
て
い
る

人
に
出
会
い
、与
え
ら
れ
た
仕

事
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、

「
こ
ん
な
町
に
し
た
い
」
と
い

う
具
体
的
な
思
い
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

岐
阜
高
専
３
年  

小
寺　

朱
華
さ
ん

お
菓
子
で
み
ん
な
を
元
気
に

講
師
：
牧
村
　
昌
幸
さ
ん

 （
揖
斐
菓
匠
庵
み
わ
屋
）

参
加
者
の
感
想

・�あ
ら
ゆ
る
お
菓
子
を
食
べ
て

み
る
こ
と
で
味
覚
を
磨
き
、お

い
し
さ
を
追
求
し
て
い
る
と
聞

い
て
、
自
分
も
苦
手
な
も
の
に

も
い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

揖
斐
高
１
年  

森
本　

愛
歌
さ
ん

好
き
な
こ
と
を

仲
間
と
や
っ
て
み
よ
う

講
師
：
久
保
田
大
介
さ
ん

（
揖
斐
川
ワ
ン
ダ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク
）

参
加
者
の
感
想

・�

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

と
き
の
経
緯
を
聞
い
て
、
自
分

も
仲
間
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
た
。

大
垣
日
大
高
２
年  

木
戸　

康
暉
さ
ん

・�
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
こ
だ
わ

り
を
持
つ
こ
と
が
、魅
力
を
際

立
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

こ
と
を
知
っ
た
。

揖
斐
川
中
１
年  
梅
村　
　

颯
さ
ん

with
I M C C

揖斐川町未来センター会議

教科書やネットではみつけられない
ＡＩに負けない自分探し

～揖斐ジモト大学～
就職や進学で地元を離れるかもしれない…その前に、
中高生が、地元で活躍する大人たちと出会い、地域で
働くことや、こだわりの人生について、体験しながら、
本気で話し合うプログラムが開催されました。

（未来戦略室） この 夏 の 出 会いが、君の未来につながる
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揖斐ジモト大学
今月の
特集

医
療
の
現
場
の
最
前
線
！

ま
ち
の
医
療
の
ヒ
ミ
ツ
を
探
れ

講
師
：
西
脇
健
太
郎
さ
ん

          （
谷
汲
中
央
診
療
所
）

参
加
者
の
感
想

・�医
療
の
仕
事
は
人
を
楽
に
さ

せ
、笑
顔
に
で
き
る
大
切
な
仕

事
だ
と
気
づ
き
、
自
分
も
そ

ん
な
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
た
。

揖
斐
高
３
年  

大
久
保
綾
人
さ
ん

フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た

揖
斐
川
の
魅
力講

師
：
保
井
円
さ
ん

                     （
大
和
神
社
）

参
加
者
の
感
想

・�

か
ま
ど
ご
飯
や
豆
腐
な
ど
を

食
べ
比
べ
し
て
、揖
斐
川
町
に

残
る
本
物
の
素
材
の
良
さ
が

わ
か
っ
た
。フ
ラ
ン
ス
人
が
求

め
る
本
物
が
揖
斐
川
町
に
多

く
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

揖
斐
高
２
年  
栗
木　

麻
衣
さ
ん

み
ん
な
の
大
切
な

養
老
鉄
道
だ
か
ら
！

講
師
：
大
西
惠
子
さ
ん

   （「
養
老
鉄
道
」の
未
来
を
つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
濃
）

参
加
者
の
感
想

・�

揖
斐
駅
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。𦙾
永
地
区
の
地
域
活
動

と
揖
斐
駅
存
続
の
活
動
を
力

を
合
わ
せ
て
互
い
に
進
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。

揖
斐
高
２
年  

新
川　

裕
太
さ
ん

み
ん
な
で
や
ろ
ま
い
か
、

パ
ン
屋
さ
ん
を
取
材
し
よ
う

講
師
：
藤
田
優
さ
ん

  （
チ
ー
ム
お
じ
ま
）

参
加
者
の
感
想

・�「
豊
か
な
食
」と
な
り
得
る
ド

イ
ツ
パ
ン
の
特
性
と
現
代
日

本
の
課
題
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

た
取
組
み
を
揖
斐
川
町
で
何

か
考
え
て
み
た
い
。

大
垣
商
業
高
３
年  

御
田
村
果
純
さ
ん

■
お
じ
ま
親
子
防
災
キ
ャ
ン
プ

　
団
体
名
：
お
じ
ま
防
災
士
チ
ー
ム

　

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
公
民

館
・
小
学
校
体
育
館
を
利
用
し
て
防
災
キ
ャ

ン
プ
を
行
う
事
業

■�
第
３
回
い
び
川
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ 

in 

T
A
N
I
G
U
M
I

　
団
体
名
：
谷
汲
門
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会

　

谷
汲
門
前
・
華
厳
寺
の
知
名
度
の
向
上
を

図
り
、
住
民
同
士
の
結
束
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
谷
汲
門
前
参
道
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
の
展
示
を
行
う
事
業

■
小
島
の
灯
籠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
団
体
名
：
小
島
村
運
営
委
員
会

　

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
灯
籠
の
光
で
屋
台

を
つ
な
ぎ
、
自
ら
の
力
で
夏
祭
り
を
美
し
く

彩
る
事
業

■
シ
ェ
ア
オ
フ
イ
ス「
畑
オ
フ
イ
ス
」

　
団
体
名
：
谷
汲
は
た
ら
く
ラ
ボ

　

樽
見
鉄
道
谷
汲
口
駅
前
の
空
き
家
を
改
装

し
、
地
域
で
仕
事
を
興
し
た
い
人
へ
拠
点

（
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
）
と
し
て
提
供
す
る
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
つ
つ
、
雇
用
創
出
や
移

住
促
進
を
図
る
事
業
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
団
体
を
応
援

し
て
い
ま
す
。「
小
さ
な
一
歩
」
応
援

事
業
で
は
、
地
域
の
特
性
や
ふ
る
さ
と

の
資
源
を
活
か
し
て
、
住
民
が
自
ら
町

の
課
題
を
解
決
し
た
り
、
町
を
元
気
に

す
る
新
た
な
取
組
み
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
団
体
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

て
お
り
、
今
年
度
も
４
つ
の
事
業
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
一
歩
応
援
事
業
に
４
つ
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
！

▲第 3 回いび川クラシックカー
 　ミーティング in TANIGUMI　
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いびがわマラソン情報
今月の
特集

【お問い合せ】　いびがわマラソン事務局（℡23-0117）

特集

8/31(土)「かけっこ教室」を開催しました。講師には、
現役陸上選手の和戸達哉さんをお迎えし、揖斐川町の子
どもたち約130人が参加しました。
「走りの基本（姿勢）」「地面への足のつき方・腕の振り方」
など、走る上で大切なことをたくさん教えていただくこ
とができました。
「走り方」というのは、学校や陸上以外のスポーツでは
意外と教わりません。「マラソンの町」で育つ子どもたち
が、この教室を通して走る楽しさを味わい、走る自信を
身に付けることができたように思います。これをきっか
けに、走ることに興味をもつ子供たちが増え、いつかい
びがわマラソンに挑戦してくれる日がくると大変嬉しく
思います。
いびがわマラソン事務局では、今後も大人のみならず、
子どもたちが参加でき楽しむことのできる企画を考えて
いきます！

投稿しよう!! みんなでカタリバ
　いびがわマラソンの魅力の一つに応援があります。
　大会は一日ですが、大会公式ホームページには、一年を通して、ランナーと
応援する人、ボランティアの皆さんをつなぐ「みんなでカタリバ」があります。
　いびがわマラソンのホームページに誰もがメッセージを掲載できるので、
それぞれの想いを伝えてもらえると、大会当日だけでなく、どんどん盛り
上がっていくのではないでしょうか？
　ランナーに向けて応援メッセージやランナーの意気込み、ボランティア
の係りの紹介など、どんどん発信されるといいですね。

【メッセージの例】
　毎年、井口橋で応援しています。全国から集まってくるランナーの皆さ
んに、「いびがわに来てくれてありがとう！」の気持ちで手作りの旗とハ
イタッチで応援しています、楽しみにしていてください。

　地元ランナーの方が主催する秋の練習会が楽しみです。いびがわを走る
仲間ができて、大会がより楽しみになっています。

　応援犬タロウの絵本が大好きです。タロウはいませんが、あの場所に立
つと自然とタロウがよみがえってきます。今年もタロウのことを思い浮か
べながら、走ります。

いびがわマラソンのホームページ中段左の
「みんなでカタリバ」をクリック!!

小学生かけっこ教室開催!!　8.31 Sat.
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７
月
25
日（
木
）
か
ら
４
日
間
、
揖
斐
高

等
学
校
で
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
町

内
の
中
学
３
年
生
、
の
べ
３
１
１
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
揖
斐
高
校
と
町
内

の
中
学
校
の
教
師
に
よ
る
、
夏
限
定
の
特
別

授
業
で
す
。
過
去
の
岐
阜
新
聞
テ
ス
ト
を
基

に
し
て
作
っ
た
問
題
に
挑
戦
し
、
解
き
方
や

今
後
の
学
習
の
進
め
方
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。中

体
連
の
夏
の
大
会
が
終
わ
っ
た
生
徒
に

と
っ
て
、来
春
の
受
験
に
向
け
て
、ギ
ア
チ
ェ

ン
ジ
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
生
徒
も
真
剣
に
、
授
業
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

７
月
25
日（
木
）
か
ら
２
日
間
、
揖
斐
高

等
学
校
で
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、
町
内
の
中

学
２
年
生
、
の
べ
１
５
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。中

学
生
は
、
普
通
科
、
生
活
環
境
科
の
先

生
方
が
準
備
し
た
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、
選
択

し
て
授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業

後
に
は
、部
活
動
に
も
体
験
入
部
し
ま
し
た
。

高
校
の
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
授
業
や

先
輩
の
堂
々
と
し
た
態
度
な
ど
か
ら
、
ど
の

生
徒
も
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
、
考
え
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

８
月
１
日（
木
）、
羽
島
市
で
第
59
回
岐
阜

県
身
体
障
害
者
相
談
員
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
、
揖
斐
川
町
身
体
障
害
者
相
談
員
の
野の

村む
ら

宏こ
う

一い
ち

さ
ん（
福
島
）
が
岐
阜
県
身
体
障
害
者

相
談
員
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

野
村
さ
ん
は
、
相
談
員
と
し
て
、
身
体
に

障
が
い
が
あ
る
方
に
対
し
、
補
装
具
や
日
常

生
活
用
具
の
給
付
制
度
の
案
内
や
身
近
な
問

題
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
う
な
ど
、
８
年
に

わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
野
村

さ
ん
の
他
に
、
身
体
障
が
い
者（
児
）
の
福

祉
増
進
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方
が
10
人
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
町
福
祉
事
業
の
増
進
の
た
め
に

ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月
２
日（
金
）、
羽
島
市「
第
41
回
少
年

の
主
張
岐
阜
県
大
会
～
わ
た
し
の
主
張

２
０
１
９
～
」
が
開
催
さ
れ
、
西
濃
地
区
代

表
と
し
て
出
場
し
、
岐
阜
県
知
事
賞
を
受
賞

さ
れ
た
西
濃
学
園
中
学
校
３
年
生
の
池い
け

田だ

翠み
ど
り

さ
ん
と
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
揖
斐
川

中
学
校
３
年
生
の
今い
ま

村む
ら

瑚こ

こ々

実み

さ
ん
が
、
９

月
３
日（
火
）
揖
斐
川
町
役
場
に
受
賞
の
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

２
人
は
大
会
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
見
え
て
き
た
世
界
に
対
す
る
思
い

や
か
け
が
え
の
な
い
命
の
尊
さ
に
つ
い
て

堂
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
町
長
は
、「
受
賞
お
め
で
と
う
。
地

域
や
自
分
の
周
り
の
人
に
目
を
向
け
、
じ
っ

く
り
と
考
え
、
自
分
の
思
い
を
主
張
し
た
こ

と
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
大
切

に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

と
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
は
岐

阜
県
を
代
表
と
し

て
、
録
音
・
作
文

審
査
に
よ
る
中

部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
代
表
選
考

に
進
み
ま
す
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
講

～
中
高
連
携
行
事
～

岐
阜
県
身
体
障
害
者
相
談
員
優
秀
者

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
で
受
賞

～
わ
た
し
の
主
張
２
０
１
９
～

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

～
中
高
連
携
行
事
～

▲英語の問題の解き方について、揖斐高校の先生
から指導を受ける生徒

▲和装コースの授業を
体験する生徒

▲食物コースの授業を
体験する生徒

▲会長表彰を受賞した野村宏一さん

▲�岐阜県知事賞を受賞した池田さん（中央）と
優秀賞を受賞した今村さん（右から３人目）
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８
月
５
日（
月
）、揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

揖
斐
郡
消
防
組
合
救
助
隊
員
が
８
月
25
日

（
日
）
に
岡
山
市
で
行
わ
れ
る
第
48
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
を
富

田
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。　

救
助
隊
員
は
、
７
月
25
日（
木
）
に
行
わ

れ
た
第
48
回
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導

会
に
お
い
て
、
は
し
ご
登
は
ん
の
部
と
ほ
ふ

く
救
出
の
部
で
と
も
に
優
秀
賞
と
な
り
、
全

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

野
原
消
防
長
よ
り
報
告
を
受
け
た
富
田
町

長
は
、「
今
回
の
消
防
救
助
技
術
東
海
指
導

会
で
の
好
成
績
は
、
日
頃
か
ら
救
助
隊
員
が

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
訓
練
し
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
救
助
技
術

を
高
め
て
ほ
し
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
町
長
室

で
、
揖
斐
厚
生
病
院
院
長
塚つ
か

本も
と

達た
つ

夫お

さ
ん
が

岐
阜
県
公
衆
衛
生
協
議
会
会
長
表
彰
の
受
賞

を
富
田
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

塚
本
さ
ん
は
、
揖
斐
厚
生
病
院
院
長
と
し

て
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
医
療
や
公
衆
衛

生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
地
域
医
療
の
向
上
に
多
大
な
る
ご
尽

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
月
９
日（
金
）、揖
斐
川
町
役
場
議
場
で
、

中
学
生
議
会
が
行
わ
れ
、
町
内
４
校
の
代
表

19
人
が
議
員
に
な
っ
て
町
政
に
つ
い
て
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

第
１
部
は
、「
未
来
に
向
け
て
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
、
10
年
後
の
揖
斐
川
町
に
つ

い
て
、
豊
か
な
自
然
や
伝
統
を
生
か
し
た
若

者
が
集
う
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
を
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。

第
２
部
は
、「
揖
斐
川
町
を
よ
り
発
展
さ
せ

る
た
め
の
町
へ
の
質
問
・
提
言
」
と
し
て
、

中
学
生
な
ら
で
は
の
活
発
な
提
言
が
行
わ
れ
、

町
政
へ
の
関
心
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

答
弁
を
し
た
富
田
町
長
は
、「
町
の
今
と

未
来
を
思
う
心
を
う
れ
し
く
頼
も
し
く
思
い

ま
す
。
今
日
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に

『
自
然
健
幸
の
ま
ち
い
び
が
わ
』
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
議

長
を
務
め
た
揖
斐
川
中
学
校
３
年
の
金
崎
孝

浩
さ
ん
は
議
会
を
ふ
り
返
り
、「
10
年
後
も

住
み
続
け
た
い
町
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で

話
し
合
い
を

続
け
て
い
き

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

８
月
18
日（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
の
伝
統
文
化
に
理

解
を
深
め
、
継
承
に
つ
な
げ
る
た
め
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
部「
歌
舞
伎
」
で
は
、
平
成
30
年
度

岐
阜
県
芸
術
文
化
奨
励
を
受
賞
さ
れ
た「
い

び
祭
り
子
ど
も
歌
舞
伎
保
存
会
」に
よ
る「
寿

式
三
番
叟
菅
原
伝
授
手
習
鑑　

吉
田
社
頭
車

曳
の
場
」、「
い
び
祭
り
子
ど
も
歌
舞
伎
塾
」

に
よ
る「
鏡
山
旧
錦
絵
」、
乙
原
歌
舞
伎
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部「
太
鼓
踊
り
」
で
は
、
今
年
５
月

に
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
谷
汲
山
華
厳
寺

を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い
る
谷
汲
踊
り
と
三

倉
の
太
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

揖
斐
郡
消
防
組
合
救
助
隊
員
が

全
国
大
会
に
出
場

中
学
生
議
会
開
会

～
生
徒
ら
が
町
政
に
提
言
～

揖
斐
厚
生
病
院
院
長
塚
本
達
夫
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

▲全国大会に出場する揖斐郡消防組合救助隊員

▲富田町長に受賞報告をする塚本達夫さん

▲未来に向けてのまちづくりについて
発表する中学生議員

▲５団体による
披露の様子
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８
月
22
日（
木
）、
町
内
の
水
道
業
者
で
組

織
さ
れ
て
い
る
揖
斐
川
町
水
道
組
合
が
、
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て

い
る
水
道
施
設
の
清
掃
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
日
は
水
道
組
合
か
ら
14
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
早
朝
か
ら
お
昼
ま
で
、

揖
斐
地
区
と
小
島
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

上
水
道
配
水
池
と
そ
の
周
辺
の
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
施
設
周
辺
は
、

美
し
く
な
り
ま
し
た
。

清
掃
奉
仕
作
業
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
23
日（
金
）
か
ら
27
日（
火
）
ま
で
、

町
内
の
小
学
校
６
年
生
20
人
が
県
外
派
遣
研

修
で
北
海
道
芽
室
町
と
高
知
県
宿
毛
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。

研
修
先
で
は
、
地
元
の
小
学
校
と
の
交
流

の
他
、
芽
室
町
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の

農
業
体
験
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
験
な
ど
を
、

宿
毛
市
で
は
中
央
市
場
で
漁
業
に
つ
い
て
の

学
習
や
郷
土
料
理
に
つ
い
て
の
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

研
修
を
終

え
た
児
童

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
の

文
化
や
産
業

に
触
れ
る
な

ど
、
普
段
の

生
活
で
は
味

わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
貴

重
な
体
験
を

し
た
こ
と

で
、
自
信
に

満
ち
溢
れ
た

表
情
を
し
て

い
ま
し
た
。

９
月
１
日（
日
）、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
揖
斐
川
町
総
合
防
災
訓
練
が
、
小
島

小
学
校
を
主
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
静
岡
県
駿
河
湾
か
ら
紀
伊
半
島

南
東
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
し
た
も
の
で
、
町
全
体
で
約
９
千

人
が
地
域
の
集
会
場
等
に
避
難
す
る
な
ど
訓

練
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
会
場
で
は
、
電
気
・
水
・
ガ
ス
・
道
路
・

通
信
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
復
旧
訓
練

や
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・
小
島
小
学
校
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
日
本

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
、
小
島
防

災
チ
ー
ム
に
よ
る
防
災
ク
ッ
キ
ン
グ
、
災
害

救
助
犬
に
よ
る
人
命
救
助
訓
練
、
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
訓
練
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
災
害
時
の
体
制
や
連
携
を
確

認
し
、
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

谷
汲
神
原
地
区
在
住
の
森も
り

本も
と

好よ
し

之ゆ
き

さ
ん

に
、
富
田
町
長
よ
り
旭
日
単
光
章
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

森
本
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
９
月
か
ら
３
期

12
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
旧
谷
汲
村
議
会
議

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
平
成
５
年
９
月
か
ら

１
年
間
は
副
議
長
と
し
て
、
議
会
の
円
滑
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
民
の

連
帯
意
識
を
高
め
る
た
め
、
村
中
央
部
に
多

目
的
ホ
ー
ル（
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
）
の

建
設
や
情
報
社
会
に
応
じ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
館
の
建
設
、
同
村
の
将
来
を
見
据
え
た
観

光
振
興
の
推
進
、
福
祉
施
設
の
整
備
な
ど
に

も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

水
道
施
設
を
美
し
く

～
清
掃
奉
仕
作
業
～

災
害
か
ら
命
を
守
る

揖
斐
川
町
総
合
防
災
訓
練

小
学
生
県
外
派
遣
事
業

▲清掃奉仕作業の様子

▲初期消火訓練の様子

▲伝達を受けた森本好之さん

▲宿毛市表敬訪問の様子 ▲芽室町表敬訪問の様子
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公
民
館
活
動

大
和
公
民
館

《
大
和
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
6
日（
日
）

　
　
　
　

開
会
式　

8
時
30
分
～ 

◆
場
所　

大
和
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
北
方
地
区
町
民
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
6
日（
日
）

　
　
　
　

9
時
～
15
時

◆
場
所　

北
方
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

《
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時　

10
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

9
時
30
分
～

◆
集
合
場
所　

北
方
公
民
館

※
創
造
の
森
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級

　
　
　
「
お
芋
ほ
り
と
さ
つ
ま
芋
の
ピ
ザ
」》

◆
日
時　

10
月
16
日（
水
）　

10
時
～

◆
場
所　

月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里

《
家
庭
教
育
学
級

「
薬
草
料
理
っ
て
、素
晴
ら
し
い
！
」》

◆
日
時　

10
月
23
日（
水
）　

9
時
～

◆
場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
第
51
回
校
区
民
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
13
日（
日
）　

　
　
　
　

8
時
30
分
～
12
時
30
分

◆
場
所　

養
基
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
養
基
小
学
校
体
育
館
で

　

開
催
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
第
13
回
谷
汲
公
民
館
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
6
日（
日
）　

9
時
～
12
時

◆
場
所　

谷
汲
総
合
運
動
場

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
。

《
竹
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り
》

◆
日
時　

10
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

9
時
15
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　

谷
汲
文
化
会
館

◆
持
ち
物　

軍
手

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春
日
公
民
館

《
か
す
が
の
自
然
と
歴
史
を
た
ず
ね
て

　

国
歌〝
君
が
代
〟に
詠
ま
れ
る

「
さ
ざ
れ
石
」を
訪
ね
て
》

◆
日
時　

10
月
13
日（
日
）　

◆
コ
ー
ス　

①
フ　

ル　

古
屋
初
若
広
場 

8
時
集
合

②
ハ
ー
フ　

旧
古
屋
分
校
跡　

　
　
　
　
　

8
時
40
分
集
合

※
参
加
申
込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】　

　

春
日
振
興
事
務
所

　

℡
５
７

－

２
１
１
１

《
秋
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時　

10
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

8
時
30
分
～

◆
場
所　

春
日
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
瀬
公
民
館

《
公
正
地
区
運
動
会
》

◆
日
時 

10
月
6
日（
日
）　

9
時
～
12
時

◆
場
所　

公
正
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
で
実
施
。

《
小
津
地
区
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
6
日（
日
）　

9
時
～
12
時

◆
場
所　

小
津
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
で
実
施
。

《
日
坂
地
区
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
13
日（
日
）　

9
時
～
12
時

◆
場
所　

日
坂
公
民
館
体
育
館

※
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
で
実
施
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
地
区
運
動
会
》

◆
日
時　

10
月
５
日（
土
）　

9
時
～
12
時

◆
場
所　

藤
橋
運
動
場

※
雨
天
の
場
合
は
藤
橋
体
育
館
で
開
催

《
藤
橋
地
区
文
化
祭
》

◆
日
時　

10
月
26
日（
土
）　

　
　
　
　

9
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

藤
橋
体
育
館

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
企
画
展

　
「
郷
土
の
輝
く
女
性
た
ち
」

　

の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
町
に
は
、
各
種
分
野
で
活
躍
し
た

女
性
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
明
治
か
ら
昭

和
の
時
代
に
活
躍
し
た
郷
土
の
女
性
た
ち
の

生
き
方
や
人
と
な
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

※�

10
月
４
日（
金
）は
９
時
30
分
か
ら
開
場
式

の
た
め
、
10
時
30
分
か
ら
の
開
館
に
な
り

ま
す
。

◆
開
催
日　

10
月
４
日（
金
）～

　
　
　
　
　

11
月
24
日（
日
）

◆
会　

場　

第
１
展
示
室
・
第
２
展
示
室

◆
講
演
会　

10
月
20
日（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

◆
講　

師　

加
藤
彰
子
氏

◆
演　

題　

志
を
掲
げ
て
生
き
た
女
性
た
ち

～
良
妻
賢
母
を
育
て
た「
裁
縫
教
育
」
～

◆
会　

場　

当
館　

研
修
棟

◆
参
加
費　

無
料

第
３
回
「
古
文
書
に
見
る
明
智
光
秀

講
演
会
」
の
お
知
ら
せ

◆
演　

題　

古
文
書
に
見
る

　

弘
治
２
年
明
智
城
落
城
、
明
智
三
代
の
事

　

付　

本
能
寺
の
変　

山
崎
の
合
戦
の
事

◆
日　

時　

10
月
26
日（
土
）
14
時
～

◆
講　

師　

田
中 

豊 

氏

◆
参
加
費　

資
料
代
３
０
０
円

◆
会　

場　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２

－

５
３
７
３

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
天
井

工
事
に
伴
う
利
用
停
止
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
天
井
改
修
工

事
に
伴
い
、
左
記
の
よ
う
に
一
部
施
設
の
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
願

い
ま
す
。

■
利
用
停
止
施
設　
　

　

揖
斐
川
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

　

※�

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
そ
の
他
の
施
設
は
利
用

で
き
ま
す
。

■
利
用
停
止
期
間

　

10
月
１
日
～
翌
３
月
中
旬（
予
定
）
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第
33
回
岐
阜
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
季
大
会

東
海
学
院
大
学

　
　
　

軟
式
野
球
部

１
年

　

高た
か

橋は
し　

誓せ
い

悟ご

さ
ん

１
年

　

渡わ
た

邊な
べ　
　

鎌れ
ん

さ
ん

３
年

　

宗そ
う

宮み
や　

誠せ
い

弥や

さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会
・
報
告
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
と

出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
大
会

第
54
回
陸
上
競
技
大
会

学
校
法
人
西
濃
学
園

３
年

　

山や
ま

本も
と　

寿す

秋あ
き

さ
ん

２
年

　

小こ
ば
や
し林　

悠ゆ
う

斗と

さ
ん

２
年

　

佐さ

藤と
う　

弘こ
う

洋よ
う

さ
ん

第
19
回
全
日
本
中
学
生

男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

岐
阜
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

７
月
27
日
（
土
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

は
な
も
も
で
、
歴
史
研
究
家
の
田
中　

豊
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
第
２
回
「
古
文
書
に
見

る
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
揖
斐
川
町
」
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
が
来
襲
す
る
と
い
う
悪
条
件
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
会
場
に
は
２
５
０
人
近
い
聴
衆

が
集
ま
り
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
古
文
書
に
見
る　

明
智
光
秀
の

実
父  

山
岸
信
周　

長
兄 

山
岸
晴
舎
、
娘
ガ

ラ
シ
ャ
の
事
」
と
い
う
演
題
で
、
明
智
光
秀

と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
揖
斐
川
町
桂

の
豪
族
、山
岸
氏
に
つ
い
て
詳
し
く
語
ら
れ
、

参
加
者
は
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
２
回
「
古
文
書
に
見
る
明
智
光
秀

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

揖
斐
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団

第
42
回
全
日
本
学
生
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

平
成
31
年
２
月
28
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
鈴

木
俊
和
さ
ん
（
谷
汲
深
坂
）
が
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
、
富
田
町
長
よ
り
ご
家
族
へ

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
４
月
に
串
原
中

学
校
の
教
諭
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
昭
和
30
年

４
月
か
ら
は
長
瀬
小
学
校
の
教
諭
と
な
り
、

長
瀬
中
学
校
や
温
知
小
学
校
な
ど
、
郡
内
の

小
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

横
山
中
学
校
の
教
頭
、
高
須
小
学
校
の
校
長

に
赴
任
さ
れ
、
平
成
５
年
３
月
に
池
田
中
学

校
で
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
、

谷
汲
村
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
教
育
行

政
を
力
強
く
推
進
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
に
お

い
て
は
、
児
童
生
徒
の
見
守
り
な
ど
生
涯
地

域
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
受
章

▲田中氏による講演会の様子
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第
51
回
岐
阜
県
学
童
軟
式
野
球
大
会

揖
斐
川
ク
ラ
ブ

（
小
島
野
球
・

　

清
水
野
球
）

カ
ラ
テ
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
全
国
大
会

組
手

　

大
和
小
学
校
２
年

　
　

小こ

森も
り　

柊と
う

獅し

さ
ん

（
上
南
方
）

組
手

　

大
和
小
学
校
５
年

　
　

小こ

森も
り　
　

光ら
い
とさ
ん

（
上
南
方
）

第
10
回
湘
南
藤
沢
カ
ッ
プ

全
国
中
学
生
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会

第
41
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会

第
42
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

夏
季
水
泳
競
技
大
会
水
球
競
技

Ｆ
ｌ
ｙ　

Ｈ
ｉ
ｇ
ｈ
！

　

北
和
中
学
校
２
年

　
　

小こ

森も
り　

ゆ
ら
さ
ん

（
上
南
方
）

　

北
和
中
学
校
２
年　

　
　

仲な
か

井い　

リ
コ
さ
ん

（
上
南
方
）

い
び
が
わ
陸
上

男
子
５
・
６
年
生

普
及
艇
２
０
０
ｍ

優　

勝

　
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

準
優
勝

谷
汲
小
学
校
６
年

　
　

國く
に

枝え
だ　

直な
お

紘ひ
ろ

さ
ん

（
谷
汲
深
坂
）

揖
斐
川
中
学
校

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

水
泳
女
子
２
０
０
ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー

揖
斐
川
中
学
校
３
年

　
　

鷲す

見み

沙さ

亜あ

弥や

さ
ん

（
小
野
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

揖
斐
川
中
学
校
１
年

　
　

坪つ
ぼ

井い　

陽ひ

菜な

さ
ん

（
𦙾
永
）

揖
斐
川
中
学
校

　

揖
斐
川
陸
上
ク
ラ
ブ

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

２
年 

西に
し

脇わ
き　

優ゆ
う

輝き

さ
ん

　

３
年 

佐さ

さ々

木き

駿し
ゅ
ん

丞す
け

さ
ん

男
子
４
０
０
ｍ

　

３
年 

牧ま
き

村む
ら　

悠ゆ
う

矢や

さ
ん

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

男
子
２
０
０
ｍ

　

３
年 

若わ
か

原は
ら　
　

輝あ
き
らさ
ん

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

２
年 

佐さ

さ々

木き

亮り
ょ
う

輔す
け

さ
ん

女
子
１
０
０
ｍ

　

１
年 

若わ
か

原は
ら　

ゆ
い
さ
ん

揖
斐
小
学
校
４
年

　
　

増ま
す

田だ

こ
こ
南な

さ
ん

（
小
谷
）

第
５
回
東
海
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

全
国
少
年
少
女
カ
ヌ
ー
大
会

男
子
５
年
１
０
０
ｍ　

　

小
島
小
学
校
５
年

　
　

松ま
つ

尾お　

凜り

音お
ん

さ
ん

（
新
宮
）

男
子
５
・
６
年
共
通
コ
ン

バ
イ
ン
ド
Ａ
（
80
ｍ
Ｈ
・

走
高
跳
）

　

北
方
小
学
校
５
年　

　
　

細ほ
そ

野の　

礼ら
い

徒と

さ
ん

（
北
方
）
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

☆
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
☆

お
は
な
し
会

10
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日

　

22
日（
火
）

　

15
日（
火
）
谷
汲
・
坂
内
図
書
館
の
み　

　

月
末
整
理
日　

31
日（
木
）

 

谷
汲
図
書
館
新
着
図
書
紹
介

一
般
図
書

・「
ひ
と
り
で
頑
張
る
自
分
」
を
休
ま
せ
る
本

（
大
嶋　

信
頼
著
）

・
な
ぜ
本
を
踏
ん
で
は
い
け
な
い
の
か

�

（
齋
藤　

孝
著
）

・
大
家
さ
ん
と
僕　

こ
れ
か
ら

（
矢
部　

太
郎
著
）

児
童
図
書

・
泣
け
る
い
き
も
の
図
鑑（
今
泉　

忠
明
監
修
）

・
日
本
100
名
城
の
ひ
み
つ（
萩
原　

さ
ち
こ
著
）

・
う
み
が
め
の
あ
か
ち
ゃ
ん（
柿
本　

幸
造
え
）

揖
斐
川
図
書
館

　
　
　
　
　
　
お
は
な
し
の
へ
や

日
時　

10
月
５
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
「
お
お
き
な
か
ぶ
」

大
型
絵
本
「
お
べ
ん
と
う
バ
ス
」

当日は、揖斐高等学校図書委員の生徒
も応援に駆け付けてくれました。
受付や表彰式のお手伝いなど、色々な
ところで活躍してくれました。

谷
汲
図
書
館
お
は
な
し
会

　

日
時　

10
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

図書館フェスティバル の様子～

～8月31日開催！
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば

「
え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う
」

■
講　

師　

川
瀬
富
士
美
さ
ん

■
日　

時　

10
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時

■
場
所　

揖
斐
川
図
書
館

■
定
員　

親
子
15
組

■
申
し
込
み
先　

揖
斐
川
図
書
館

起
工
式
を
開
催
し
ま
し
た

７
月
26
日
に
新
図
書
館
建
設
予
定
地
に

お
い
て
起
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

起
工
式
で
は
、
関
係
者
約
50
人
が
参
加

さ
れ
、
富
田
和
弘
町
長
が
「
関
係
者
皆
様

の
お
力
添
え
で
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
新
図
書
館
は
県
内
で
も
ほ
と
ん
ど

例
の
な
い
珍
し
い
工
法
で
造
る
。
安
全
な

工
事
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

図
書
館
の
工
法
に
つ
い
て

新
図
書
館
の
木
造
部
分
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工

法
に
よ
り
建
築
し
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
板
材
が
直
角
に
交
わ
る

よ
う
に
重
ね
て
接
着
し
た
パ
ネ
ル
で
、

強
度
が
高
い
素
材
で
す
。

木
が
持
つ
断
熱
・
蓄
熱
性
能
や
調
湿

作
用
に
よ
り
、
温
度
差
が
小
さ
く
、
快

適
で
心
地
よ
い
空
間
が
作
ら
れ
ま
す
。

▲表彰式の後は、お楽しみ企画
　クラウンもっきーのショータイムです。

▲�夏休みスタンプラリーゴールイン者の
表彰です。今年は、参加者 323 名の
うち、88 名がゴールしました。

▲～おはなし会～
町内のおはなし会と揖斐高等学校の生
徒達による絵本の読み聞かせと人形劇
です。

▲～しおりをつくろう～
揖斐川町更生保護女性会の皆さんに
ご協力頂き、押し花のしおりを作りま
した。
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

◎ベビーマッサージ
会場　子育て支援センター
　　　ショコラルーム
日時　10月3日（木）
　　　10：30 ～ 11：30
親子の愛着形成のため、ママ
の優しい手でマッサージをし
ます。（３ケ月～１２ケ月）

☆子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）の
　あらゆる相談窓口です。
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

★出前保育
　揖斐公民館

3
♪ベビーマッサージ

4
♥あそびのひろば
（ママの
バトミントン大会）

5

6 7 8
♪音楽のひろば
　ハーモニー

9
子育て運動会
※事前申込者対象
支援センター休館日

10
発育測定
※ピッコロ11月号
　（午後）発刊予定

11 12
パパママフェスタ
（地域交流センター）

13 14
体育の日

15 16
★出前保育
　北和中学校
※支援センター活動行
事申込み開始予定

17
♥リコーダー演奏会

18 19
第３土曜開館日

20 21 22
即位礼正殿の儀

23
　出前保育
　おじま幼児園

24
♪坂内地区での
　五平餅作り体験

25
♪森のおさんぽ会
（北方地区城山）

26

27 28
♥お話ルーム
♪誕生会

29
♪収穫祭

30
★出前保育
　大和公民館

31
♪読み聞かせ講座
（ひよこ
　さくらんぼ）

【10月の活動予定】

揖斐川
揖斐川町南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎出前保育
会場　坂内地区で
　　　五平餅作り体験
日時　10月24日（木）
　　　9：45 ～ 12：00
坂内のボランティアさんに教
えてもらい五平餅作り体験を
します。

坂内地域の方と五平餅作りをしました（昨年の様子）

◎森のおさんぽ会
会場　北方地区城山
日時　10月25日（金）
　　　9：45 ～ 11：30
山頂付近からきれいな街の
風景を楽しみます。

・行事の申込みは、前月の中頃より実施日前日まで、揖斐川子育
て支援センターで受付けています。（電話予約不可）
♥は要申込み　♪は要申込みで人数制限があります。
★は、他地域の方も参加できます。
※荒天の場合など行事を中止する場合があります。

◎子育て運動会
会場　谷汲スポーツセンター
日時　10月9日（水）
　　　（受付　9：00 ～ 9：45）
　　　10：00 ～ 12：00
ミナモと一緒に親子で運動会の
雰囲気を楽しみます。

◎収穫祭
会場　子育て支援センター
　　　ショコラルーム・戸外
日時　10月29日（火）
　　　10：30 ～ 11：30
支援センターの畑で収穫したサ
ツマイモで焼きイモをします。

◎読み聞かせ講座
会場　揖斐川図書館
日時　10月31日（木）
　　　10：30 ～ 11：30

（ひよこ　さくらんぼグループ）
図書館で楽しいお話を聞きま
す。

◎町内の幼児園　なかよしタイム
　今月は10月9日（水）
　　　　10月23日（水）です
◎揖斐幼稚園　開放日
　10月16日（水）
　♪幼稚園へ申込みください。
　　　　　　　　　　　（当日可）
　℡２２－６００８

※子育てについて職員とおしゃべりをしましょう。
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●
菜
園
活
動
・
野
菜
育
て
る
の
楽
し
い
な
！

～
か
す
が
幼
児
園
～

　

か
す
が
幼
児
園
で
は
毎
年
菜
園
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
昨
年
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
な
ど
を
育
て
、
そ
の
後
落
花
生
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
も
育
て
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
毎
日
園
舎
の
裏
に
あ
る
畑
ま
で
欠
か
さ
ず
水

や
り
に
行
き
、
野
菜
の
生
長
を
観
察
し
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
種
と
か
苗
じ
ゃ
な
く
て
芋
を
半
分

に
切
っ
て
植
え
る
ん
だ
よ
！
」「
キ
ュ
ウ
リ
と
ト
マ

ト
の
花
は
黄
色
だ
よ
！
」
な
ど
と
、
菜
園
活
動
に
は

た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
春
に
タ
マ
ネ
ギ
を
収
穫
し
た
際
、
苗
が
立

派
に
育
っ
て
い
た
の
に
タ
マ
ネ
ギ
の
実
は
と
て
も
小

さ
く
て
、
子
ど
も
た
ち
は
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
同
時
に
子
ど
も
た
ち
は
「
ど
う
し
て
実
が
小

さ
か
っ
た
の
か
？
」
と
疑
問
を
持
ち
、「
お
み
ず
が

た
り
な
か
っ
た
の
か
な
ぁ
？
」「
さ
む
か
っ
た
か
ら

か
な
ぁ
？
」
な
ど
と
考
え
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考
え

て
「
土
の
栄
養
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
、
そ
の
話
を
聞
い
た
地
域
の
方
が
す

ぐ
に
土
を
持
っ
て
き
て
園
の
畑
を
耕
運
機
で
耕
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
そ
の
後
育
て
た
野
菜
は
例
年
に

比
べ
る
と
と
て
も
大
き
く
、
味
も
お
い
し
い
で
す
。

春
日
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
作
業
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
方
の
温
か
さ
に
触
れ
、
本
当
に
あ
り

が
た
く
、
地
域
の
方
に
見
守
ら
れ
た
幼
児
園
で
あ
る

こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

次
の
収
穫
は
小
学
生
と
一
緒
に
植
え
た
枝
豆
で

す
。
と
て
も
大
き
く
育
っ
て
き
た
の
で
、
今
か
ら
と

て
も
楽
し
み
で
す
。

揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

～出前保育～
　各幼児園・保育園に出向き出前保育を実施しています。来年から入園を考えている親にとっては、生活・
遊びを感じるよい機会です。子どもたちも、園に行けば楽しい遊びがいっぱい・・期待感が増すのでは
ないでしょうか。

～児童発達支援事業所 いびがわアップル～
　就学前のお子さんの成長・発達に合った遊びや課題活動
を通し「できた」という自信が持てる時間を提供します。
　お子さんの発達の心配や困り感へのご相談は随時受け付
けています。（相談は就学後でもお受けします）
所 在 地　福祉総合支援センター内
受付時間　８：30 ～１７：１５
電　　話　℡ 23－１１３９
電話番号が23－1136から上記の番号に変更しました

～いびがわアップル～
　障がいをお持ちの子どもから大人の方・家族の相談、
福祉サービスの紹介や調整をしています。
　お気軽に相談ください
時間　8：30 ～ 17：15　℡ 23－1149

～相談支援事業所 けやき～

子どもの発達について　～言葉を増やすかかわり～
　「言葉が増えていかない」そんな相談がよくあります。
ご家庭でできることの一つとして、お子さんとかかわる時
にゆっくり話しかけることは大切なポイントです。また、物
の名前を「あれ・それ」と伝えるのではなく、「タオルとって」
など具体的に物の名前を伝えることが大切です。名詞と物
とがマッチングして初めて言葉の獲得につながります。
　毎日のかかわりの中で丁寧な言葉がけを意識していただ
けると良いかと思います。　
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　65 歳以上の方を対象にインフルエンザの予防接種を実施します。
　予防接種をご希望の方は、揖斐川町より送付される予防接種予診票をご持参のうえ、
医療機関で受けてください。
 この予防接種は、接種義務はありません。自らの意思で接種を希望される方を対象とします。
■接種期間	 10 月上旬 ～12 月 28 日（土）
	 ☆医療機関により、接種期間が異なります。また休診日は接種できません。
■接種場所	 指定医療機関
■対 象 者	 ①揖斐川町に住民登録がある 接種時 満 65 歳以上 の希望者
	 （昭和 29 年 12 月 28 日以前に生まれた方に予診票を郵送します）
	 ② 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓病・腎臓病・呼吸器に重い病気のある方。
	 （該当される方は事前に揖斐川保健センターへ申し出てください）
■自己負担金	 １，７００円　　医療機関窓口でお支払い下さい。
■お問い合せ	 揖斐川保健センター　℡２３- １５１１

令和元年度　インフルエンザ予防接種実施について

＜健康教室日程＞　受付は、開始の30分前からとなります。

揖斐川町健康教室2019
～ノルディック・ウォーキングをしよう～

※いびがわ健幸ポイント
　対象事業です 参加費無料♪

日にち
時間 ・ 集合場所

申込み〆切
午前の部　9：30～11：30 午後の部13：00～15：00

10月　4日（金） 小島公民館 大和公民館 10月　3日（木）
10月　8日（火） 藤橋公民館 北方公民館 10月　7日（月）
10月25日（金） 𦙾永公民館 揖斐公民館 10月24日（木）
10月30日（水） 春日小学校 小島公民館 10月29日（火）
11月　6日（水） 大和公民館 北方公民館 11月　5日（火）
11月19日（火） 清水公民館 𦙾永公民館 11月18日（月）

日曜も実施！！

日にち 時間 集合場所 申込み〆切

10月27日（日） 10：30~12：30（予定） 谷汲小学校駐車場 10月25日（金）

【持ち物】動きやすい服装、靴、帽子、タオル、飲み物（雨天の場合のみ室内用運動靴）。
　　　　 カバン等はリュックサックなど持ち運びしやすく、歩きやすいもの。
　　　　 ＊ポール貸出有。（自分のポールをお持ちの方はご持参ください）

各回限定30名！ご予約はお早めに！！
【申込先】揖斐川保健センター　℡２３- １５１１
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　この目的は、医薬品や薬剤師などの専門家の役割に関する正しい知識を広く住民に浸透させることにより、
住民の保健衛生の維持向上に寄与することです。
　例えば、医薬品は、医師・薬剤師等の専門家に相談して適切に使用すること。使用期間・用法・用量・保
管方法などを守り、使用上の注意を十分に理解して、正しく使用すること、麻薬、覚醒剤、危険ドラッグな
どの危険性および健康への影響を周知していくことなどです。
　皆さんは正しく薬を飲むことはできていますか？
　自分で判断せず、かかりつけ医や薬剤師に相談しましょう！
　詳しくは、西濃保健所揖斐センター生活衛生課まで、お問い合せください。
　℡ 23 － 1111（内線 262）

10月17日から10月２３日までは、「薬と健康の週間」です！

～認知症になっても住み慣れた家で
　暮らしていくための支援ネットワーク作り～

健康被害救済制度のお知らせ
　健康被害救済制度は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度であり、医
薬品の副作用等により入院が必要な程度の疾病や障害等の健康被害を受けた方の救済を図る
ため、医療費、医療手当、障害年金などの給付を行うものです。
救済制度に関する相談窓口
℡ 0120－149－931（フリーダイヤル）
受付時間：（月～金）９時～ 17時（祝日・年末年始を除く）

　８月８日（木）、地域交流センターはなももで、「認知症についてみんなで考える
交流会（情報交換会）」を開催しました。
　町では、認知症になっても住み慣れた家で暮らしていくためには、
地域社会における様々な分野の人々が連携を深め、支援の輪で囲むネ
ットワークを作ることが必要不可欠であると考えております。
　今回、町内の企業や福祉関係者などが集まり、それぞれの立場で、認
知症に対する取り組みや悩みについて情報交換をし、「異業種の経験
や現場レベルでの悩みを聞けてよかった。」、「認知症への理解を深め
ることが必要だと感じた。」など、支援ネットワーク作りへの第１歩を
歩み出しました。今後も情報交換会などを通じて、認知症に対する支
援ネットワーク作りを引き続き推進していきます。
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幼児園入園案内
令和２年度　揖斐川町立

※町立幼児園は令和元年度から「保育所型認定こども園」に移行しました。

＜揖斐川町教育・保育目標＞
   明るく  元気で  豊かな心  を持った子を育てる
　　○ 心身ともに調和のとれた人間性豊かな幼児の育成
　　○ 地域の中で育ち、ほほえみと感動のある園づくり

入園の対象となるお子さんは・・・
揖斐川町内に住所がある小学校就学前の子どもで、教育・保育の必要

性に応じて３つの認定区分に分けられます。
認定区分 対象となる子ども
１号認定 満３歳以上の就学前の子ども（２号認定を除く）

２号認定 満３歳以上で、保護者の就労や疾病等により家庭以外での
保育を必要とする子ども

３号認定 満３歳未満で、保護者の就労や疾病等により家庭以外での
保育を必要とする子ども

入園の申込み手続き
① 申込に必要な書類
　　・入園申込書
　　・保育を必要とすることを証明する書類
　　　（２号・３号認定希望の場合）
　　・その他添付書類が必要な場合があります。
　　※申込書類は下記の提出先にて配布しています。
② 受付期間
　　10月１日（火）～ 10月31日（木）
③ 提出先
　　入園希望の幼児園、
　　役場子育て支援課、各振興事務所地域振興課
④ 入園までの流れ

（注）年度途中に入園を希望される場合は、定員などの都合により希望する園に入園できない場合があり
ますのでご了承ください。

10 月中

入園申込書
提　出

2 月

１日入園
（各幼児園）

4 月

入　園

4 月下旬

保育料の決定
通知書 交付

1 月

支給認定証、
内定通知書 交付

なかよし遊び

茶摘み

０歳児保育
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特別保育事業
☆乳児保育
　満６か月以上児を一部の幼児園で実施します。
☆障がい児保育
　集団生活が可能な障がい児を保育します。
☆延長保育
　就労など必要に応じて各幼児園で実施します。
☆土曜保育
　保育を希望される場合、半日または一日保育（集合保育）します。
☆一時保育
　在園児以外で一時的に保育を希望される場合、半日または１日保育します。

保育時間
☆通常の保育時間　
　　８時30分～ 16時30分
☆延長保育時間　
　　７時30分～ 18時30分
※やまと・きたがた幼児園、いび幼児園は19時まで

保育料
３歳以上児クラスの子ども…無料
３歳未満児クラスの子ども…

入園児童の父母など扶養義務者の市町村民税所得割
課税額に応じて決定します。
なお、多子世帯で一番上の子どもから数えて２番目
以降の子どもについては、無料です。

町内の町立幼児園

園名 定員 入園年齢 住所 電話番号
やまと・きたがた幼児園 170人

６カ月から
揖斐川町房島124 ２２－３１２０

いび幼児園 100人 揖斐川町三輪1388 ２２－０４２０
きよみず幼児園 45人

満１歳から

揖斐川町清水1329-1 ２２－０８２６
おじま幼児園 100人 揖斐川町小島548-2 ２２－１０２１
たにぐみ幼児園 90人 揖斐川町谷汲名礼1247-1 ５６－３０１１
かすが幼児園 30人 揖斐川町春日川合1668-2 ５７－２３１９
くぜ幼児園 30人 揖斐川町西津汲710-1 ５４－２０３９
さかうち幼児園 20人 揖斐川町坂内広瀬166-2 ５３－２５４７

※入園に関するお問い合せは、各幼児園または役場子育て支援課（２２－２１１１）まで
　養基保育所に入園を希望される方は、養基保育所（４５－３１３９）まで
　トッドラーズフォレスト（小規模保育所）に入園を希望される方は、揖斐幼稚園（２２－６００８）まで

体育教室
茶道教室

ALT指導

音楽リズム

地域住民との
交流



2019. 10  Public Information IBIGAWA 18

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所	

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度	

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場	

１
台

・
家　

賃	

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他	

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入

居
者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

②
北
方
奥
郷
住
宅（
３
Ｄ
Ｋ
）　
１
戸

・
住　

所	

揖
斐
川
町
北
方
13

・
建
設
年
度	

平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建　

・
駐
車
場	

１
台

・
家　

賃	

２
４
，
９
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

10
月
１
日（
火
）
～
10
月
15
日（
火
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日
　
11
月
下
旬
を
予
定

③ 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

2019. 10  Public Information IBIGAWA 18

令和元年度 臨時職員を募集します。

令和元年度 臨時職員（障がい者）を募集します。

　　　年金生活者支援給付金制度がはじまります

番号 職種 勤務場所 人数 勤務時間 賃金等 必要資格等

1 受付及び
電話交換

揖斐川町
役場 若干名

月～金曜日　８時30分～16時
（国民の休日及び年末年始を除く）
※勤務時間及び日数について応相談

時給850円

2 調理員 学校給食
センター 若干名

月～金曜日　７時50分～15時50分
（国民の休日及び学校の休校日を除く）
※勤務時間及び日数について応相談

時給900円（調理師免許あり）
時給870円（調理師免許なし）

調理師免許
（無の場合も
応募可）

①応募は、いずれか一つでお願いします。
②雇用期間：11月１日～令和２年３月31日（職種によって異なります。）
③応募方法：履歴書（写真添付）・資格が必要な場合はその写しを、総務防災課まで提出してください。
④応募締切：10月18日（金）必着　※10月中に面接を行います。
⑤お問い合せ：総務防災課　℡22－2111（内線121）

番号 職種 勤務場所 人数 勤務時間 賃金等

1 一般事務又は技術の
単純な補助業務

揖斐川町役場本庁舎
又は各振興事務所 若干名 週３日程度　９時～17時（７時間）

※勤務時間及び日数については応相談 時給850円

①雇用期間：11月１日～令和２年３月31日
②応募方法：履歴書（写真添付）・障害者手帳の写しを、総務防災課まで提出してください。（障がい者雇用にかかわる業務以外
に、使用は致しません。）
③応募締切：10月18日（金）必着　　※10月中に面接を行います。
④お問い合せ：総務防災課　℡22－2111（内線121）

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支援するために、年
金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

■老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓　65歳以上である
✓　世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
✓　年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

①平成31年４月１日以前から年金を受給している方
　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が９月上旬から順次届きます。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。
②平成31年４月２日以降に年金を受給しはじめた方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

▶年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』：☎ 0570-05-4092（ナビダイヤル）

✓　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

■障害基礎年金・遺族基礎年金を
　受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓　前年の所得額が約462万円以下である

■ 対象となる方

■ 請求手続き

■ 日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話やご案内にご注意ください

 年金給付金　検索

請求手続きは
お早めに！

令和元年
10 月１日
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※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

間
伐
材（
針
葉
樹
）を
買
取
し
ま
す

あ
な
た
の
山
に
間
伐
し
た
木
は
転
が
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
で

は
間
伐
材
の
買
取
り
を
し
ま
す
。

■
特
別
買
取
期
間

８
月
１
日
～
令
和
２
年
１
月
31
日

９
時
～
16
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
早
期
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
価
格

１
ト
ン　
６
０
０
０
円（
地
域
通
貨
券
）

※
地
域
通
貨
券
は
揖
斐
川
町
商
工
会
加
盟
店

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
受
入
規
格

○
針
葉
樹（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
）

○
長
さ
１
ｍ
以
上
・
直
径
10
㎝
以
上

※
腐
り
木
・
枝
葉
・
根
株
・
建
築
廃
材
は
対

象
外
で
す
。

■
対
象
者

町
内
に
森
林
を
有
す
る
個
人
所
有
者

（
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
持
込
み
く
だ
さ
い
）

【
買
取
り
場
所
・
お
問
い
合
せ
】

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

揖
斐
川
町
西
津
汲
３
９
８
‒
１

℡
５
４
‒
２
２
１
５

℡
５
４
‒
２
２
１
５

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

実
の
な
る
木
を
植
え
よ
う
大
作
戦

�

参
加
者
募
集
！

徳
山
ダ
ム
上
流
に
実
の
な
る
木
を
植
え
て
、

生
物
多
様
性
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
？

■
内
容　
ク
リ
、
コ
ナ
ラ
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど

実
の
な
る
木
を
植
栽
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　
11
月
３
日（
日
）

■
場
所
　
徳
山
ダ
ム
上
流
地
域
、
鶴
見
地
内

	

（
藤
橋
城
周
辺
）

■
参
加
申
込
み
期
間

　
10
月
１
日（
火
）
～
25
日（
金
）
必
着

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
先
】

揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー

（
揖
斐
総
合
庁
舎
）

℡
２
３
‒
１
１
１
１（
内
線
４
６
２
）

℻
２
２
‒
１
８
２
９

　
℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

�
参
加
者
募
集
！

～
ふ
る
さ
と
の
清
流
を

�

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
～

美
し
い
清
流
は
、
私
た
ち
の
命
と
生
活
を

支
え
る
大
切
な
財
産
で
す
。

水
辺
の
環
境
を
守
り
、
美
し
い
水
の
流
れ

を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
ゴ
ミ
を
捨
て
な

い
、
川
を
汚
さ
な
い
と
い
う
心
が
け
が
大
切

で
す
。

「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
は
、
ゴ

ミ
拾
い
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
に
ゴ
ミ
を
捨

て
な
い
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。
美
し
い
環
境
を

守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時　
10
月
19
日（
土
）
８
時
～
９
時

■
集
合
場
所

　

揖
斐
川
岡
島
橋
右
岸
側
下
流『
い
び
が
わ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
前　

ほ
か
６
箇
所

■
そ
の
他

　

軍
手
、
火
バ
サ
ミ
な
ど
持
参
の
う
え
、
運

動
靴
、
長
靴
な
ど
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
２
）

 

里
親
登
録
個
別
相
談
会
を
開
催

西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
と
西
濃
地
方

里
親
会
は
、
生
み
の
親
の
事
故
、
病
気
や
離

婚
等
に
よ
り
家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、

親
に
代
わ
っ
て
養
育
す
る
里
親
を
募
っ
て
い

ま
す
。

今
回
、
里
親
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。（
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

■
日
時　
10
月
12
日（
土
）
10
時
～
14
時

■
場
所　
西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
】

西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
８
４
‒
７
８
‒
４
８
３
８

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

就
農
の
た
め
の「
揖
斐
地
域
」

�

農
業
見
学
会
の
ご
案
内

本
気
で
農
業
を
始
め
た
い
と
思
う
方
、
定

年
後
農
業
を
や
り
た
い
方
を
対
象
に
実
際
の

農
場
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時
　
10
月
20
日（
日
）

	

13
時
30
分
～
17
時

※
雨
天
実
施（
悪
天
候
で
中
止
す
る
場
合
は
、

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
集
合
場
所

　
Ｊ
Ａ
い
び
川
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
正
面
玄
関
口
）

■
住
　
　
所　
池
田
町
上
田
１
３
１
８

■
電
　
　
話　
℡
４
５
‐
９
０
１
３ 

■
応
募
締
切　
10
月
11
日（
金
）　

■
募
集
人
数　
30
人
程
度（
先
着
順
）

■
必
要
事
項

　

① 

住
所
、
② 

氏
名
、
③ 

生
年
月
日
、

　

④ 

連
絡
先
、
⑤
そ
の
他（
栽
培
し
た
い
品

目
、
農
地
の
あ
る
な
し
）

■
見
学
場
所

　
Ｊ
Ａ
い
び
川
研
修
施
設
、
な
す
ほ
場
、

　

い
ち
ご
ハ
ウ
ス
、
柿
園
・
柿
選
果
場

※
当
日
は
、
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
農
林
事
務
所
農
業
普
及
課　

園
芸
産

地
支
援
係

℡
２
３
‒
１
１
１
１（
内
線
４
２
１
）

℻
２
２
‒
６
７
２
５

 

行
政
相
談
に
つ
い
て

皆
さ
ん
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役

所
の
仕
事
に
つ
い
て
不
満
を
感
じ
た
り
、
よ

く
分
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
声
を
、
総
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
行
政
相
談
委
員
が
お
聴
き
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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令和元年度 臨時職員を募集します。

令和元年度 臨時職員（障がい者）を募集します。

　　　年金生活者支援給付金制度がはじまります

番号 職種 勤務場所 人数 勤務時間 賃金等 必要資格等

1 受付及び
電話交換

揖斐川町
役場 若干名

月～金曜日　８時30分～16時
（国民の休日及び年末年始を除く）
※勤務時間及び日数について応相談

時給850円

2 調理員 学校給食
センター 若干名

月～金曜日　７時50分～15時50分
（国民の休日及び学校の休校日を除く）
※勤務時間及び日数について応相談

時給900円（調理師免許あり）
時給870円（調理師免許なし）

調理師免許
（無の場合も
応募可）

①応募は、いずれか一つでお願いします。
②雇用期間：11月１日～令和２年３月31日（職種によって異なります。）
③応募方法：履歴書（写真添付）・資格が必要な場合はその写しを、総務防災課まで提出してください。
④応募締切：10月18日（金）必着　※10月中に面接を行います。
⑤お問い合せ：総務防災課　℡22－2111（内線121）

番号 職種 勤務場所 人数 勤務時間 賃金等

1 一般事務又は技術の
単純な補助業務

揖斐川町役場本庁舎
又は各振興事務所 若干名 週３日程度　９時～17時（７時間）

※勤務時間及び日数については応相談 時給850円

①雇用期間：11月１日～令和２年３月31日
②応募方法：履歴書（写真添付）・障害者手帳の写しを、総務防災課まで提出してください。（障がい者雇用にかかわる業務以外
に、使用は致しません。）
③応募締切：10月18日（金）必着　　※10月中に面接を行います。
④お問い合せ：総務防災課　℡22－2111（内線121）

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支援するために、年
金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

■老齢基礎年金を受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓　65歳以上である
✓　世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
✓　年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

①平成31年４月１日以前から年金を受給している方
　対象となる方には、日本年金機構から請求手続きのご案内が９月上旬から順次届きます。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。
②平成31年４月２日以降に年金を受給しはじめた方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

▶年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
『給付金専用ダイヤル』：☎ 0570-05-4092（ナビダイヤル）

✓　日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

■障害基礎年金・遺族基礎年金を
　受給している方
以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓　前年の所得額が約462万円以下である

■ 対象となる方

■ 請求手続き

■ 日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話やご案内にご注意ください

 年金給付金　検索

請求手続きは
お早めに！

令和元年
10 月１日
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○
揖
斐
川
地
域

■
日
時　
10
月
16
日（
水
）
14
時
～
16
時

■
場
所　
揖
斐
公
民
館

■
行
政
相
談
委
員　
中な
か

村む
ら

美み

誉よ

子こ

さ
ん

○
谷
汲
地
域

■
日
時　
10
月
16
日（
水
）
14
時
～
16
時

■
場
所　
谷
汲
文
化
会
館
中
会
議
室

■
行
政
相
談
委
員　
所と
こ
ろ　

敏と
し

彦ひ
こ

さ
ん

○
春
日
地
域

■
日
時　
10
月
24
日（
木
）
10
時
～
12
時

■
場
所　
春
日
振
興
事
務
所
４
階
会
議
室

■
行
政
相
談
委
員　
小こ

寺で
ら　

繁し
げ
るさ
ん

○
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域

■
日
時　
10
月
16
日（
水
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
坂
内
振
興
事
務
所

■
行
政
相
談
委
員　
中な
か

島し
ま

義よ
し

美み

さ
ん

【
お
問
い
合
せ
】

総
務
省
岐
阜
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
５
０
０
‒
８
１
１
４

岐
阜
市
金
竜
町
５
‒
１
３
岐
阜
合
同
庁
舎

℡
０
５
７
０
‒
０
９
０
１
１
０

℻
０
５
８
‒
２
４
８
‒
６
７
５
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kanku/
chubu/gifu.htm

l

 

人
権
相
談
に
つ
い
て

い
じ
め
、
虐
待
、
女
性
や
障
が
い
者
に
対

す
る
差
別
な
ど
、
家
庭
内（
夫
婦
、
親
子
、

結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
等
）、
近
隣
間

の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
身
近
な
こ

と
で
お
困
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
揖
斐
川
町
人
権
擁
護
委
員

宮み
や

川が
わ　

康こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん

渡わ
た

邊な
べ　

美み

千ち

代よ

さ
ん

若わ
か

園ぞ
の　
　

敏と
し

朗ろ
う

さ
ん

小こ

寺で
ら　

美み

佐さ

子こ

さ
ん

森も
り

田た　
　

正ま
さ

行ゆ
き

さ
ん

中な
か

川が
わ　
　

順よ
り

人と

さ
ん

山や
ま

﨑ざ
き　
　

克か
つ

枝え

さ
ん（
新
任
）

六む

ツつ

名な　

律り
つ

子こ

さ
ん（
新
任
）

山や
ま

口ぐ
ち　
　

正ま
さ

代よ

さ
ん（
新
任
）

■
人
権
相
談
開
催
日
時

10
月
16
日（
水
）
14
時
～
16
時

■
場
所　
揖
斐
公
民
館

※
人
権
相
談
は
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

 

公
証
週
間
に
つ
い
て

毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、
公
証

週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
法
律
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
止
し
、権
利
を
擁
護
保
全
す
る
た
め
、

遺
言
や
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書（
法
務
大

臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
法
律
専
門
家
で
あ
る
公

証
人
が
法
律
に
基
づ
い
て
作
成
す
る
公
文

書
）
で
作
成
す
る
こ
と
を
お
考
え
に
な
っ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
無
料
公
証

相
談
窓
口
を
設
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
10
月
１
日（
火
）
～
７
日（
月
）

	

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
18
時

※
10
月
６
日（
日
）
を
除
く

※
10
月
５
日（
土
）
は
10
時
～
12
時
、
13
時

～
16
時

■
場
所　
大
垣
公
証
役
場

	

大
垣
市
丸
の
内
一
丁
目
３
５
番
地

■
相
談
範
囲
の
例

　

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
・
離
婚
・
金
銭
貸

借
・
土
地
建
物
貸
借
そ
の
ほ
か
公
正
証
書

作
成
の
手
続
き
や
内
容
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他

　

電
話
、
ご
来
庁
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
の
際
に
は
関
係

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

℡
０
５
８
４
‒
７
８
‒
６
１
７
４

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

廃
棄
物（
ご
み
）の

�

野
焼
き
禁
止
に
つ
い
て

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物（
ご
み
）

を
燃
や
す
こ
と
を「
野
焼
き
」
と
い
い
、
一
部

の
例
外
を
除
き
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。野

焼
き
は
地
面
で
直
接
行
う
焼
却
だ
け
で

な
く
、
素
掘
り
の
穴
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
ド
ラ

ム
缶
等
で
の
焼
却
も
含
ま
れ
ま
す
。

ご
み
を
燃
や
す
こ
と
で
、
そ
の
煙
が
悪
臭

や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発

生
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
や
火
災
の
原
因

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
住
民
生
活
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
２
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

�

参
加
者
募
集
！

令
和
元
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は
、「
幼
児
体

育
教
室
」・「
幼
児
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
の
募

集
を
し
ま
す
。

※
新
規
参
加
者
よ
り
受
付
を
行
い
ま
す
。
継

続
希
望
の
方
は
先
着
順
に
て
仮
受
付
を
行

い
ま
す
。
但
し
、
町
内
在
住
者
優
先
。

教室名 曜日・日時 対象 参加費

幼児体育 毎週木曜日
10:00 ～ 11:00

令和元年９月１日現在
２～３歳児（未就園児） 6,000円

幼　　　児
ミニスポーツ

毎週木曜日
16:15 ～ 17:15

令和元年４月１日現在
３（在園児）～５歳児 6,000円

■申込期間　10月４日（金）～10月11日（金）
　　　　　　９時～ 17時
　※�継続希望者は新規にて定員に達しない場合、申込

期間中の仮受付順に後日、本受付を行います。
■申込場所　揖斐川健康広場
■開催日程　11・12・１・２・３月（全15回）
■開催場所　揖斐川健康広場、
　　　　　　谷汲スポーツセンター

■募集定員　�幼児体育教室　20人
　　　　　　（定員になり次第締切ります）
　　　　　　幼児ミニスポーツ教室　30人
　　　　　　（定員になり次第締切ります）
■参 加 費　�上記記載の参加費
　（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください）
※詳しくは健康広場までお問い合せください。

℡21－3100
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幼児教育・保育の無償化はじまります
3～5歳児クラスの幼稚園、保育所、認定こども園等の利用料が無償になります。

※無償化には上限や要件があります。また、含まれない費用があります。
※ 0 ～ 2 歳児クラスは住民税非課税世帯が対象です。
※詳しくは、内閣府ホームページ（「無償化　内閣府」で検索）をご覧ください。

いびがわパパママ子育てフェスタ

【お問い合せ】揖斐川町役場子育て支援課、教育委員会教育振興課　TEL22-2111

幼稚園

無　料
（月額 25,700 円まで）

保育所
認定こども園
障害児の発達支援

無　料

認可外保育施設
月額 37,000 円まで
※「保育の必要性の認定」
　を受けたご家庭のみ

幼稚園の預かり保育
月額 11,300 円まで

※「保育の必要性の認定」
　を受けたご家庭のみ

10月1日より

とき 10/12 （土）  9：30～13：00　ところ 地域交流センター「はなもも」

【お問い合せ】　揖斐川町役場子育て支援課

☆親子観劇
　劇団こぐま座
　「ヘンゼルと
　　　グレーテル」
　＆ミニコンサート

　ホール
　　  10：00 ～

☆親子でプチ♥クッキング
	 簡単、おいしい五平餅
　　  11：15 ～ 11：45　
　　24組
　　材料費：１組200円
　　講師：加納　敦子 先生
� ※ 9/24（火）～申込受付開始・先着順

☆親子でボール遊びをしよう！�  随時受付
	 バルシューレってなに？
　　　　ボールを使って遊ぶことだよ！
	 　講師：養老町スポーツ推進員 様

☆ミニ四駆サーキット　  10：00 ～ 
　親子でミニ四駆製作　10組　材料費：1,100円
� ※ 9/24（火）～申込受付開始・先着順
　ミニ四駆レース　参加無料　電池代：100円
　講師：牛嶋　龍 先生　

☆ちょっとだけ癒しタイム♪　  10：00 ～
	 「ハンドトリートメント」「リフレッシュアロマ」

☆親子で  ウキウキ
　　　スキンシップ遊び　  10：00 ～
	 「紙コップてっぽう」「しんぶんじゃんけん」
	 「おしり走りきょうそう」

☆ミッション付きスタンプラリー
☆ぎふの木のおもちゃ・キッズコーナー
☆森のようちえん「こだぬき」
☆町専門職員による子育てよろず相談
☆町立幼児園（５歳児）作品展示

☆フリmamaマーケット

	 ♪豚汁無料サービス　  10：00～

開催イベント

「親子でプチ ♥ クッキング」

� と「親子でミニ四駆製作」

【申込受付】

子育て支援課

TEL 22-2111（内線241）

「おもちゃ病院
　おおがき」
� 開設します
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～岐阜県警察からのお知らせ～
今後発生が懸念される南海トラフ地震など自然災害を防ぐことはできませんが、災害による被害を軽

減させることは可能であり、そのためには、日頃から災害に備えておくことが大切です。
どんなに日頃冷静でも、非常時には動揺してしまうものです。いざという時に落ち着いて行動ができ

るよう、次の「10か条」を頭に入れておきましょう。

命を大切にし、避難最優先で行動しましょう！

自 衛 官 等 募 集 案 内
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 合格発表

高等工科
学校生徒

男子で中卒
（見込含）
17歳未満の者

推薦 11月１日
～11月29日

令和２年１月５日・６日
いずれか１日を指定されます。 令和２年１月16日

一般 11月１日
～令和２年１月６日

１次　令和２年１月18日
２次　令和２年１月31日
　　　　～２月３日のうち１日

１次　令和２年１月24日
最終　令和２年２月14日

自衛官
候補生

18歳以上
33歳未満の者 男子 年間を通じて行って

います。 受付時にお伝えします。 試験時にお知らせします。

※受験資格の年齢は各種目とも令和２年４月１日現在です。
※第２次試験は、第1次試験合格者のみです。
※お問い合せ 「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町５－18光和ビル２階　℡０５８４－７３－１１５０

地震から身を守る10か条
① まず身の安全を
	 丈夫なテーブルや机の下に身を隠しましょう。
② グラッときたら火の始末
	 落ち着いて揺れが収まってからガスコンロ

やストーブの火の始末を行いましょう。
③ 窓や戸を開け出口の確保
	 逃げ場を失ったら避難できません。まず、避

難口を確保しましょう。
④ あわてて外に飛び出さない
	 あわてて外に飛び出せば、瓦の落下、ガラス

の破片でかえって危険です。
⑤ 火が出たらあわてず初期消火
	 消火器や毛布などですばやく消火しましょう。
⑥ 皆で助け合い応急救護
	 お年寄りや体の不自由な人にも声をかけ、皆

で助け合いを。

⑦ 正しい情報、落ち着いた行動
	 ラジオなどの正しい情報で落ち着いた行動

をしましょう。
⑧ 避難は徒歩で冷静に
	 平素から避難場所を確認し、いざという時に

落ち着いて行動しましょう。
⑨ 狭い路地やブロック塀に近づかない
	 ブロック塀・門柱・自動販売機などは倒れや

すいので近づかない。
⑩ エレベーターは使用しない
	 エレベーターは、停電などで途中停止するな

ど危険です。

有

料

広

告

欄
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寿
長
ご

さ
ん

8
月
の

細
ほそ

野
の

　ひさ子
こ

 さん
95歳（北方）

三
み

島
しま

　晃
こう

映
えい

 さん
95歳（谷汲大洞）

林
はやし

　美
み

よ さん
95歳（若松）

樋
ひ

口
ぐち

　ヨ
よ

シ
し

ヱ
え

 さん
95歳（春日香六）

渡
わた

邊
なべ

　さかゑ さん
95歳（房島）

林
はやし

　登
と

美
み

 さん
95歳（市場）

小
お

川
がわ

　みね子
こ

 さん
95歳（清水）

高
たか

橋
はし

　やす さん
95歳（日坂）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ま

ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
見

積
り
は
無
料
で
す
。
得
意
な
会
員
が『
親
切
・

丁
寧
・
信
頼
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、派
遣
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

会
社
で
短
期
間
・
短
時
間
だ
け
人
手
が
ほ
し

い
と
い
う
時
に
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　

＊
襖
・
障
子
貼
り

＊
網
戸
の
張
替　

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
宛
名
書
き　
　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
部
屋
の
掃
除
、
風
呂

掃
除
、
窓
拭
き
、
食
事
作
り
、
買
い
物
、

片
付
け
等
）

＊
昔
の
ビ
デ
オ
や
８
ミ
リ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長
年
培
っ
た
経
験

や
特
技
を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
働
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
現
在
の
人
手
不
足
分
野
】

・
草
取
り
、
草
刈
り（
刈
払
機
使
用
で
き
る
方
）

・
剪
定　

・
軽
作
業（
企
業
等
へ
の
派
遣
）

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
及
び
入
会
説
明

会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

■
日
時	

10
月
１
日（
火
）、
15
日（
火
）

	

10
時
～	（
約
１
時
間
半
）

■
場
所	

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

	

２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

■
講
習
会
の
ご
案
内

11
月
下
旬
に
剪
定
講
習
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
会
員
で
な
い
方
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
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家計と景気、両方の視点から対策を
実施します。

引上げ分は、すべての世代を対象と
する社会保障のために使われます。

税率引上げは社会保障制度を次世代
に引き継ぎ、みんなが安心できる社
会にするために必要です。

検索オール岐阜・企業フェス

県内企業約400社が集まり、学生やその
保護者を対象に県内企業の魅力を伝える
イベントを開催します。
●とき／11月12日（火）13：00～17：00
　　　       13日（水）10：00～17：00
●ところ／岐阜メモリアルセンター（岐阜市）
●料金／無料
●問／県庁産業人材課 ☎058（272）8406

「オール岐阜・企業フェス」を
開催します

検索農フェス

県内各地域から、新鮮な野菜や果物、畜産
物、水産物、加工食品などを集めた県内最
大級の農業関連イベントを開催します。
●とき／10月26日（土）10：00～16：00
　　　 　　27日（日）9：00～16：00
●ところ／県庁周辺（岐阜市）
●問／県庁農産物流通課 ☎058（272）8417

「県農業フェスティバル」を
開催します

検索ぎふの木フェスタ

木のおもちゃ広場や木工製品の販売など、
ぎふの木に親しみ、良さや使うことの大切
さを体験できるイベントを開催します。

「ぎふの木フェスタ2019」を
開催します

●とき／11月2日（土）、3日（日・祝）
　　　 10：00～16：00
●ところ／岐阜メモリアルセンター（岐阜市）
●料金／入場無料
●問／県庁県産材流通課 ☎058（272）8486

「ねんりんピック岐阜2020」の開催1年前
を記念したイベントを開催します。誰でも
参加できる種目体験や、ラジオ番組の公
開収録などを実施します。

「ねんりんピック岐阜2020」
1年前イベントを開催します

●とき／11月2日（土）、3日（日・祝）
　　　 10：00～15：00
●ところ／岐阜メモリアルセンター（岐阜市）
●料金／入場無料 ※体験教室は要申込
●問／県庁ねんりんピック推進事務局
  ☎058（272）8462

検索ねんりんピック岐阜2020 ●問／県庁河川課 ☎058（272）8585

全ての県管理河川の危険な場所や、水位計
の情報を見ることができるようになりまし
た。お住まいの近くの危険な場所と避難のタ
イミングを確認して、災害に備えましょう。

河川の水害リスクを
チェックしよう

検索川の水位情報

検索水害危険情報図

危険な場所をチェック

避難のタイミングをチェック

情報ボックス
ウェブサイトでも「岐阜県からのお知らせ」
「清流の国ぎふミナモ通信」が見られます。
バックナンバーも公開中！
左記の二次元コードを読み込んでアクセスしてください。

アイコン
説 明

募 集 その他資格・研修催 し

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

【放送日】
 木曜 18:53～18:57
【再放送】
 火曜 21:54～21:58 

※令和元年7月1日現在 ※(　)内は前月との比較
1,990,780人
●県の人口

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」放送中

（610人減）

Facebook
「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで
情報発信中!!

ボタンを押して
地元情報をゲット!

検索岐阜県 ミナモだより

岐阜県広報

岐阜県からのお知らせ

今月のピックアップ情報

◆
◆
◆
◆

11月3日（日・祝）
県美術館（岐阜市宇佐4-1-22）
入場無料

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 ／県美術館　☎058（271）1313
検索岐阜県美術館

県美術館が11月3日にリニューアルオープンします

リニューアルした南門（イメージ）

県美術館は、おもいやり駐車場や授乳室を設置するな
ど、すべての来館者が利用しやすい「やさしい美術館」と
して生まれ変わります。オープン当日は記念イベントや、
県美術館と県図書館との間の道路を歩行者天国にする
「清流の国ぎふ文化の森の秋祭り」を開催します。 ◆

◆
◆
◆

10月19日（土）、20日（日）10：00～16：00
笹尾山グラウンドなど（関ケ原町関ケ原1167-1）
入場無料

と き
ところ
料 金

／
／
／

問 ／県庁関ケ原古戦場整備推進課　☎058（272）8396
検索みる！しる！かわる！関ケ原

関ケ原 秋の武将イベントを開催します 

関ケ原の戦いや東西対決をテーマにしたイベントを開催
します。関ケ原の戦いを再現するステージショーや、華道
家が即興で花を生けてその美しさを競う「花いけバト
ル」、東日本と西日本の麺の有名店による東西グルメ対
決などを実施します。 

花いけバトル関ケ原の戦いを再現するステージショー



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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  9月30日（月）	国民健康保険税 5期分
	 後期高齢者医療保険料 3期分

10月31日（木）	町（県）民税 3期分
	 国民健康保険税 6期分
	 後期高齢者医療保険料 4期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

12日（土）	いびがわパパママ子育てフェスタ
20日（日）	こいやーかすがまつり
26日（土）	第３回
	 「古文書に見る明智光秀講演会」
27日（日）	令和改元記念
	 揖斐すめらぎの森感謝祭

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 １ 区 細 野 　 武 86

北 方 １ 区 細　野　みつゑ 86

南 方 小 森 深 尾 98

伊 尾 野 林 　 君 枝 101

大 和 台 野 原 三 義 76

房 島 ６ 区 所 　 義 夫 85

房 島 ６ 区 渡　邊　いちゑ 98

七 間 町 野　田　かなを 84

清 水 若 𠩤 正 光 81

小 柳 後 藤 新 藏 92

地　区 氏 　 名 年齢

溝 口 宇佐美　やす子 71

溝 口 田 中 　 壽 83

五 反 田 四　井　きりゑ 90

上 野 藤　原　都士成 69

谷 汲 深 坂 髙 間 德 子 84

谷 汲 名 礼 菅 原 信 子 89

谷 汲 名 礼 平 井 靖 寛 78

谷 汲 名 礼 鹿 野 文 子 82

谷 汲 有 鳥 岩 﨑 高 雄 83

谷 汲 神 原 古 野 𠮷 門 87

地　区 氏 　 名 年齢

谷 汲 神 原 古 野 𠮷 彦 59

春日小宮神 藤　原　キリヱ 96

春 日 川 合 小　寺　兵四郎 92

小 津 五十川　たき子 86

小 津 長 屋 　 薫 85

西 津 汲 高 橋 最 次 94

西 津 汲 高　橋　さとの 92

坂 内 坂 本 山 口 新 𠮷 86

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

極 楽 寺 林
はやし

　 紗
さ
穂
ほ

智 裕 宏 美

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 20,979（�－ 39）10,068 10,911 7,987（� － 1）

揖斐川地域 15,732（�－ 23） 7,586 8,146 5,727 （� 2）

谷汲地域 2,913（� － 4） 1,392 1,521 1,100 （� 5）

春日地域 897（� － 4） 436 461 446 （� － 4）

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

久瀬地域 867（� － 6） 397 470 380 （� － 2）

藤橋地域 224（� － 1） 108 116 139 （� － 1）

坂内地域 346（� － 1） 149 197 195 （� － 1）

出生 1人 /死亡 39人 /転入等 22人 /転出等 23人
〈令和元年 9月 1日現在〉

Population人口

納期限のお知らせ

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

出生　お誕生おめでとう Birth

10月の主な行事

令和元年８月届出分
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ふれあいバスの実証実験運行について
10月からの土・日・祝日について、ふれあいバスの実証実験運行を行います。
当分の間、利用者の実態を把握するため、無料で運行します。
運行時刻表は、広報いびがわ10月号の折込みパンフレットでご確認ください。


